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（表４）主要授業科目の担当状況（学士課程）

学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 39.0 2.0 65.9

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 1.0 8.1

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 66.7% 89.0%

専任担当科目数（Ａ） 87.0 9.6 205.8

兼任担当科目数（Ｂ） 21.0 51.4 172.1

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

80.6% 15.8% 54.5%

神学部

専門教育

教養教育

[ＫＧ注](神学部)必修科目には、キリスト教伝道者コース必修科目を含む。
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 59.2 23.2 81.2

兼任担当科目数（Ｂ） 7.9 45.0 58.9

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

88.2% 34.0% 58.0%

専任担当科目数（Ａ） 29.5 0.0 45.4

兼任担当科目数（Ｂ） 18.5 0.0 28.6

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

61.5% 0.0% 61.4%

専任担当科目数（Ａ） 70.0 27.8 99.8

兼任担当科目数（Ｂ） 63.0 43.2 112.2

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

52.6% 39.1% 47.1%

専任担当科目数（Ａ） 35.0 15.2 50.2

兼任担当科目数（Ｂ） 180.0 5.8 187.8

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

16.3% 72.5% 21.1%

文学部

文化歴史学科 専門教育

総合心理科学科 専門教育

文学言語学科 専門教育

全学科 教養教育

[ＫＧ注](文学部)共通科目であるキリスト教、言語教育、情報処理、人文演習、総合・入門は全学科・教養教育でカウントしている。
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 77.0 105.3 182.3

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 36.7 36.7

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 74.2% 83.2%

専任担当科目数（Ａ） 80.0 17.2 44.0

兼任担当科目数（Ｂ） 108.8 76.7 186.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

42.4% 18.3% 19.1%

社会学部 社会学科

専門教育

教養教育
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 29.0 110.2 143.2

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 30.8 37.8

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 78.2% 79.1%

専任担当科目数（Ａ） 0.0 38.0 38.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 13.0 13.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

0.0% 74.5% 74.5%

専任担当科目数（Ａ） 174.0 16.0 581.5

兼任担当科目数（Ｂ） 82.0 101.0 631.6

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

68.0% 13.7% 47.9%

[ＫＧ注](法学部)専門教育科目で学科をまたぐ「法学・政治学外書講読」、「法学・政治学特講」、「法政文化研究演習」、

　「スタートアップ演習」、「国際法政実践演習」「公共政策実践演習」、「法政教養演習」、「法学・政治学グローバル演習」、

　「国内フィールドワーク演習」は学科別に開講していないので法律学科にすべて含んでいる。

法学部

法律学科 専門教育

政治学科 専門教育

全学科 教養教育
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 9.0 115.0 124.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 20.0 20.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 85.2% 86.1%

専任担当科目数（Ａ） 27.0 555.5 630.5

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 586.6 638.6

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 48.6% 49.7%

経済学部

専門教育

教養教育
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 4.0 41.2 135.2

兼任担当科目数（Ｂ） 2.0 27.8 30.8

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

66.7% 59.7% 81.4%

専任担当科目数（Ａ） 16.0 23.0 310.7

兼任担当科目数（Ｂ） 63.0 62.0 370.3

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

20.3% 27.1% 45.6%

専門教育

教養教育

商学部
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 0.0 31.0 38.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 1.0 2.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

0.0% 96.9% 95.0%

専任担当科目数（Ａ） 36.0 27.0 66.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 5.0 5.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 84.4% 93.0%

専任担当科目数（Ａ） 47.8 19.0 67.8

兼任担当科目数（Ｂ） 0.2 0.0 0.2

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

99.6% 100.0% 99.7%

専任担当科目数（Ａ） 32.0 14.0 48.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 6.0 6.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 70.0% 88.9%

専任担当科目数（Ａ） 35.0 15.0 50.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 0.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 100.0% 100.0%

専門教育

理工学部

数理科学科 専門教育

物理学科 専門教育

先進エネルギー
ナノ工学科

専門教育

化学科 専門教育

環境・応用化学科
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 30.0 15.0 45.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 3.0 3.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 83.3% 93.8%

専任担当科目数（Ａ） 29.0 18.0 47.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 0.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 100.0% 100.0%

専任担当科目数（Ａ） 47.0 21.0 68.0

兼任担当科目数（Ｂ） 1.0 2.0 3.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

97.9% 91.3% 95.8%

専任担当科目数（Ａ） 52.0 13.5 65.5

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 2.5 2.5

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 84.4% 96.3%

専任担当科目数（Ａ） 148.0 0.0 288.8

兼任担当科目数（Ｂ） 24.0 0.0 187.6

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

86.0% 0.0% 60.6%

理工学部

生命科学科 専門教育

生命医化学科 専門教育

情報科学科 専門教育

人間システム工学科 専門教育

全学科 教養教育

[ＫＧ注](理工学部)学科をまたぐ科目については、該当する学科の表記順で先に記載されている学科にカウントしている。　
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 129.0 64.0 259.5

兼任担当科目数（Ｂ） 90.0 79.0 207.6

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

58.9% 44.8% 55.6%

専任担当科目数（Ａ） 27.0 2.0 38.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 2.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 100.0% 95.0%

専任担当科目数（Ａ） 36.0 2.0 48.9

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 11.1

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 100.0% 81.5%

専任担当科目数（Ａ） 30.0 1.0 35.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 2.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 100.0% 94.6%

専任担当科目数（Ａ） 3.0 0.0 534.5

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 459.6

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 0.0% 53.8%

総合政策学部

総合政策学科 専門教育

メディア情報学科 専門教育

都市政策学科 専門教育

国際政策学科 専門教育

全学科 教養教育

[ＫＧ注](総合政策学部)学科をまたぐ科目については、すべて総合政策学科にカウントしている。　
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 21.0 9.0 65.3

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 46.7

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 100.0% 58.3%

専任担当科目数（Ａ） 20.0 0.0 44.7

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 14.3

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 0.0% 75.8%

専任担当科目数（Ａ） 25.0 0.0 53.1

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 0.0 18.9

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 0.0% 73.8%

専任担当科目数（Ａ） 42.0 8.0 320.7

兼任担当科目数（Ｂ） 44.0 24.0 302.8

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

48.8% 25.0% 51.4%

人間科学科カウント科目：「ヘルスプロモーション概論」「死生学」「精神医学Ｂ」「精神保健学」「日本のシニアビジネスの課題と展望」

人間科学科 専門教育

全学科 教養教育

[ＫＧ注](人間福祉学部)専門教育科目で学科をまたぐ科目については、以下の学科にカウントしている。

社会福祉学科カウント科目：「人間福祉グローバル演習Ａ」「社会保障論Ａ」「公的扶助論」「地域福祉論」

人間福祉学部

社会福祉学科 専門教育

社会起業学科 専門教育

社会起業学科カウント科目：「ＮＰＯ論」「ボランティア論」
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 94.0 82.5 213.0

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 59.5 75.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 58.1% 74.0%

専任担当科目数（Ａ） 12.0 53.0 69.0

兼任担当科目数（Ｂ） 53.0 27.0 82.0

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

18.5% 66.3% 45.7%

[ＫＧ注]（教育学部）幼児・初等教育学科および臨床教育学科は2012年度をもって募集停止。2013年度教育学科を開設。　

教育学部

教育学科 専門教育

全学科 教養教育
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学部 学科 教育区分 必修科目 選択必修科目 全開設授業科目

専任担当科目数（Ａ） 94.0 60.2 154.2

兼任担当科目数（Ｂ） 4.0 57.8 61.8

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

95.9% 51.0% 71.4%

専任担当科目数（Ａ） 4.0 37.8 565.3

兼任担当科目数（Ｂ） 0.0 22.3 461.9

専兼比率　％
（Ａ／（Ａ＋Ｂ）*100）

100.0% 62.9% 55.0%

［注］

１

２

３

４

５

６

７

８

９

国際学部 国際学科

専門教育

教養教育

原則として学科単位で記入してください。

1クラスのみ開講される科目を複数の教員が担当する場合は、専任教員と兼任教員の人数比をもとに記載してください。
例①：専任4人、兼任1人で担当の場合は、専任担当科目数0.8、兼任担当科目数0.2
例②：兼任のみ5人で担当の場合は、兼任担当科目数1.0

同一科目を複数クラスで開講している場合の計算方法は下記の通りです。
①同一教員による場合→専任教員が担当した場合は専任担当科目数1.0、兼任教員が担当した場合は兼任担当科目数1.0．
②複数教員による場合→専任教員と兼任教員の人数比による。例えば、すべての専任教員が担当した場合は専任担当科目数1.0、専任教員と
兼任教員が1名ずつで担当した場合は、専任担当科目数0.5、兼任担当科目数0.5．

この表は、大学設置基準第10条第１項にいう「教育上主要と認める授業科目（主要授業科目）」についての専任教員の担当状況を示すもので
す。

履修者の有無にかかわらず、カリキュラム上設定された科目はすべて対象となります。

ここでいう「専任担当科目数」 には、他学部、研究科・その他の学部教育担当組織等の専任教員による兼担科目も含めてください。　

大学の設定する区分に応じて、「教育区分」の名称を記入してください。

「全開設授業科目」欄には、「必修科目｣｢選択必修科目」のほか、「選択科目｣｢自由科目」など、すべての授業科目数の合計を記入してくだ
さい。「必修科目」と「選択必修科目」の合計ではありません。

セメスター制、クォーター制等を採用している場合であっても、通年単位で作成してください。


